
第一種電気工事士免状の交付申請について（知事認定用） 

１．申請先等 

（１）申 請 先 千葉県電気工事工業組合（本部及び支部） 

（本部）千葉市中央区道場南１丁目９番１５号  

電 話：０４３－２２４－６０８６  

ＦＡＸ：０４３－２２４－６０８７ 

ホームページアドレス http://www.chidenko.jp/ 

（２）申請方法 申請書類を一式用意し、原則窓口で申請してください。 

なお、窓口申請ができない場合、申請先に連絡し、申請方法を 

相談してください。 

また、窓口へ持参する際は、本人又は代理の方が申請してください。 

２．申請要件 

千葉県内に住民登録をしていて、下記（１）又は（２）に該当する方 

（１）高圧電気工事技術者試験合格後、電気工事に関し３年以上の実務経験を有する 

（２）電気主任技術者免状の交付を受けた後、電気工作物の工事、維持又は運用に 

関し５年以上の実務経験を有する 

３．申請書類 

（１）電気工事士免状交付申請書 

（２）手数料 千葉県収入証紙 ６，０００円 

※収入証紙は、県庁、地域振興事務所、市町村役場等で販売しています。 

（３）写真１枚 縦４cm×横３cm、上三分身像、無背景、６ヶ月以内撮影のもの。 

※裏面に氏名を記入してください。 

（４）住民票又はマイナンバーカード等、住所、氏名及び生年月日を確かめるに 

足りる書類の写し １通（住民票は６カ月以内に発行されたもの。） 

（５）電気工事士法第４条第３項第２号の認定申請書 

（６）実務経験証明書（記入例参照） 

   ※１ 実務経験証明書は、確認済番号が発番済みの書類が必要になります。 

詳しくは別紙「実務経験証明書に関する注意事項」をご確認ください。 

   ※２ 書き方等に不明な点があるときは、組合本部へお問い合わせください。 

（７）資格を証明する書類 

 「高圧電気工事技術者試験合格証書」又は「電気主任技術者免状」の写しを 

添付してください。 

 また、第二種電気工事士免状、旧電気工事士免状、認定電気工事従事者認定証 

の交付を受けている方は、その写しも添付してください。 

４．電気工事業の開業を考えている方へ 

電気工事業を営むためには、電気工事業法に基づく電気工事業者の登録等が必要 

です。（下請けも含む） 

 詳しくは、産業保安課ホームページ「電気工事業法の手続きについて」をご覧 

いただくか、産業保安課電気担当までお問い合わせください。 

（千葉県庁）千葉市中央区市場町１－１ 電話：０４３－２２３－２７２２



実務経験証明書に関する注意事項 

１．「職務の内容」欄の記入について 

（１）所持している電気に関する資格名・取得年月日を記入してください。 

（２）自らが工事を行った場合、その工事の対象となった電気工作物の区分を記入し 

てください。 

   なお、自家用電気工作物においては、その施設の最大電力も記入してください。 

【参考：電気工作物の区分】 

一般用電気工作物等 低圧で受電する施設 

自家用電気工作物 高圧で受電する施設 

電気事業用電気工作物 電力会社の設備 

※自家用電気工作物とは、電力会社より高圧で受電している施設の電気工作物 

全体を指します。したがって、低圧部分であってもその施設が高圧で受電して 

いれば、「自家用電気工作物」となります（高圧部分のみが自家用電気工作物に 

なるわけではありません）。 

２．実務経験の対象となる電気工作物（自らが工事を行った場合） 

実務経験の対象となる電気工作物、その工事を行うために必要な資格等は下表の 

とおりです。 

実務経験として認められるのは、其々に必要な資格取得後の工事経歴となります。 

実務経験の対象となる電気工作物 工事に必要な資格等 

一般用電気工作物等（低圧受電施設） 第二種電気工事士、旧電気工事士免状 

自家用電気工作物（最大電力500kW以上） 

(H2.9.1以前は、最大電力は問わない) 
 

自家用電気工作物（最大電力500kW未満） 

の低圧部分（簡易電気工事） 
認定電気工事従事者認定証 

電気事業用電気工作物（電力会社の設備）  

※弱電工事、電気工事に伴う土木工事等は実務経験の対象にはなりません。 

３．電気主任技術者免状所有者の実務経験について 

  電気主任技術者免状の交付を受けた方については、上記２のほかに、電気工作物 

の工事、維持又は運用に関する保安の監督も実務経験として認められます。 

４．実務経験の証明者について 

実務経験の証明者は、申請者が実務を積んだ勤務先の代表者です。 

※勤務先が法人の場合は、代表取締役になります。 

支社長・工場長等が証明する場合は、別途、委任状の提出が必要になります。 

５ 実務経験証明書の事前確認について 

  実務経験証明書は、千葉県電気工事工業組合の事前確認を必ず受けてください。 

  事前確認で不備等がなくなり次第、確認済番号が発番されますので、発番後、 

速やかに免状申請を行ってください。 

  なお、確認済番号が発番されていない場合、免状申請をすることはできません。 



様式第２ 

注意 
１ 写真１枚（縦４㎝×横３cm、上三分身像、無背景、６ヶ月以内撮影のもの）を添付すること。 
２ 交付申請の場合、申請書に住民票等を添付すること。 
３ この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。 

 

 

  

 

 

手数料貼付欄 

（千葉県収入証紙） 

 

手数料貼付欄 

（千葉県収入証紙） 
    

電気工事士免状 交付 申請書 ×整 理 番 号 
 

免状の種類 第一種  ・  第二種 ×受理年月日 

令和   年   月   日 

 千葉県知事  様 

郵 便 番 号    －     連絡先電話番号  －  －  

申 請 者 

住   所 
 

フ リ ガ ナ                
生
年
月
日 

昭和・平成 

申 請 者 

氏   名 
  年  月  日生 

  電気工事士法第４条第２項の規定により（第一種・第二種）電気工事士免状の交付を 

受けたいので、申請します。 

交付 

電 気 

工事士 

免状を 

受ける 

資 格 

１ 第一種電気工事士試験に合格し、かつ、実務経験を有する。 

  （試験合格通知書及び実務経験証明書添付） 

２ 第二種電気工事士試験に合格（試験合格通知書添付） 

３ 養成施設修了（養成施設修了証明書添付） 

４ 認定（認定申請書及び実務経験証明書添付） 

写 真 貼 付 欄 

裏面に氏名を記入し、写真１枚を 

糊で貼り付けること。 

なお、写真を貼り付ける際には、 

上記の注意１を遵守すること。 

遵守できていない場合、再度、提出

していただく可能性があります。 



様式第１の４ 

電気工事士法第４条第３項第２号の認定申請書 

令和   年   月   日  

千葉県知事  様 

申請者 住  所   

 
氏  名   

 
生年月日 年   月   日生  

 電気工事士法第４条第３項第２号の規定により認定を受けたいので、次のとおり申請します。 

申請に係る電気工事士免状の種類 第一種電気工事士免状 

◎
電
気
工
事
に
関
す
る
資
格 

電気工事等に関して合格し

た試験、検定、免許、免状又

は認定 

試験、検定、免許、

免状又は認定の種類 
 

資格取得年月日 年   月   日 

電気工事士法施行規則第２条の４第１項に規定する

電気に関する工事の経験年数 
年   月     

電気工作物の工事、維持又は運用に関する実務の経

験年数 
年   月     

※  受  付  欄 ※  経  過  欄 

  

１ 資格を証明する書類（「高圧電気工事技術者試験合格証書」又は「電気主任技術者免状」）の

写しを添付してください。 

２ この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。 

３ ◎印欄の記載事項については、記載した事項を証明する書類を添付すること。 

４ ※印欄には、記入しないこと。 



実 務 経 験 証 明 書 

氏   名  生年月日  

現 住 所  電話   

現在の勤務 

先 の 名 称 

及び所在地 

名 称  電話  

所在地  

実 務 経 験 の 期 間 及 び 内 容 

会社名・部署 

及び役職名 
期  間 職 務 の 内 容 

   

通 算 期 間 年  ケ月   

上記のとおり、実務経験を有することを証明します。 

令和  年  月  日 

所 在 地  

事 業 所 名  

代表者氏名 ㊞ 

電気工事業者登録（届出）番号（     知事登録（届出）第         号） 

（注意）この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。 



様式第２ 

注意 
１ 写真１枚（縦４㎝×横３cm、上三分身像、無背景、６ヶ月以内撮影のもの）を添付すること。 
２ 交付申請の場合、申請書に住民票等を添付すること。 
３ この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

手数料貼付欄 

（千葉県収入証紙） 

 

手数料貼付欄 

（千葉県収入証紙）     

電気工事士免状 交付 申請書 ×整 理 番 号 
 

免状の種類 第一種  ・  第二種 ×受理年月日 

令和 ３年 ４月 １日 

 千葉県知事  様 

郵 便 番 号 2 6 0 － 8 6 6 7 連絡先電話番号 090 － ○○○○ － ○○○○ 

申 請 者 

住   所 

 

千葉県千葉市中央区市場町１番地１ 

フ リ ガ ナ ﾁ ﾊ ゛  ｲ ﾁ ﾛ ｳ        
生
年
月
日 

昭和・平成 

申 請 者 

氏   名 千葉 一郎 54 年 3 月 21 日生 

  電気工事士法第４条第２項の規定により（第一種・第二種）電気工事士免状の交付を 

受けたいので、申請します。 

交付 

電 気 

工事士 

免状を 

受ける 

資 格 

１ 第一種電気工事士試験に合格し、かつ、実務経験を有する。 

（試験合格通知書及び実務経験証明書添付） 

２ 第二種電気工事士試験に合格（試験合格通知書添付） 

３ 養成施設修了（養成施設修了証明書添付） 

４ 認定（認定申請書及び実務経験証明書添付） 

日中連絡がつく連絡先を記入してく
ださい。（携帯番号優先） 

住民票又はマイナンバーカード等に記載
されているとおり記入してください。 
 

住民票又はマイナンバーカード
等に記載されているとおり記入
してください。 
 

（記載例） 

写真の向き
に注意して
貼り付けて
ください。 

・写真は 縦４cm×横３cm 
 サイズ厳守  
・裏面に氏名を記入してください。 
・裏面に糊付けし、写真貼付欄の枠の
中に写真を貼り付けてください。 

千葉県収入証紙 
６，０００円分を貼付けてください。 
 
※注意 
国の収入印紙ではありませんので、注意
してください。 

写 真 貼 付 欄 

裏面に氏名を記入し、写真１枚を 

糊で貼り付けること。 

なお、写真を貼り付ける際には、 

上記の注意１を遵守すること。 

遵守できていない場合、再度、提出

していただく可能性があります。 



様式第１の４ 

電気工事士法第４条第３項第２号の認定申請書 

令和 ３年 ４月 １日  

千葉県知事  様 

申請者 

住  所 千葉県千葉市中央区市場町１番地１  

 

氏  名 千葉 一郎  

 
生年月日 昭和５４年３月２１日生  

 電気工事士法第４条第３項第２号の規定により認定を受けたいので、次のとおり申請します。 

申請に係る電気工事士免状の種類 第一種電気工事士免状 

◎
電
気
工
事
に
関
す
る
資
格 

電気工事等に関して合格し

た試験、検定、免許、免状又

は認定 

試験、検定、免許、

免状又は認定の種類 
第３種電気主任技術者免状 

資格取得年月日 平成２３年９月１日 

電気工事士法施行規則第２条の４第１項に規定す

る電気に関する工事の経験年数 

５年０月  

電気工作物の工事、維持又は運用に関する実務の経

験年数 

５年０月  

※  受  付  欄 ※  経  過  欄 

  

１ 資格を証明する書類（「高圧電気工事技術者試験合格証書」又は「電気主任技術者免状」）の

写しを添付してください。 

２ この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。 

３ ◎印欄の記載事項については、記載した事項を証明する書類を添付すること。 

４ ※印欄には、記入しないこと。 

 

住民票のとおりに記入して
ください。 

「第○種電気主任技術者免状」 

「高圧電気工事技術者試験合格」 

「通産大臣が交付した電気工事技術者検定合格証 

（検定区分・高圧）」 

のいずれかを記入してください。 

自家用・事業用電気工作

物の工事を行った年数を
記入してください。 

電気主任技術者として、または、代務者として工事や日常
点検など、保安の監督を行った年数を記入してください。 



※記入例（高圧電気工事技術者用） 

実 務 経 験 証 明 書 

氏   名 千葉 一郎 生年月日 昭和５４年 ３月２１日 

現 住 所 千葉市中央区市場町１番地１ 電話  090-○○○-○○○○ 

現在の勤務 

先の名称  

及び所在地 

名 称 株式会社 千葉県電気工事 電話 043-223-2722 

所在地 千葉市中央区市場町２番地２ 

実 務 経 験 の 期 間 及 び 内 容 

会社名・部署 

及び役職名 
期  間 職 務 の 内 容 

 

 

 

 

 

 

株式会社千葉

県電気工事 

工事課 

作業員 

平成23年10月１日 

～ 

平成26年9月30日 

 

 

 

 

 

平成20年４月１日 

～ 

平成 23年３月 31日 

（昭和６３年２月１日高圧電気工事技術者試験合格） 

※一般用電気工作物等に係る工事を記載する場合 

（昭和５９年１０月１日電気工事士免状取得） 

 左記期間中に、一般用電気工作物（または小規模事業用

電気工作物）の新設及び改修工事７０件に作業者として従

事した。 

 工事の内容については、配線工事、分電盤・照明器具等 

の取付け工事等 

 

※自家用電気工作物に係る工事を記載する場合 

左記期間中に、電気主任技術者の指導監督のもと、自家用 

電気工作物の新設及び改修工事１５件に作業者として従事 

した。 

 主な工事物件、最大電力、従事期間は次のとおりです。 

①○○ビル  ６５０kW（平成８年５月～８年 10月） 

②○○工場 １０００kW（平成 10年 12月～11年３月） 

工事の内容については、配線工事、分電盤・照明器具等 

の取付け、受変電設備の設置・改修工事等。 

通 算 期 間 ３年 ０ケ月   

上記のとおり、実務経験を有することを証明します。 

令和３年３月３１日 

所 在 地 千葉市中央区市場町２番地２ 

事 業 所 名 株式会社千葉県電気工事 

代表者氏名 代表取締役 電気 浩二  ㊞ 

電気工事業者登録（届出）番号（ ○○県 知事登録（届出）第 ○○○○    号） 

一般用電気工作物等の工事に係る実務経験を証明する場合は、電気工事業の登録（届出）番号を必ず

記入すること。注：建設業許可番号ではありません。 

証明者は、代表者（法人の場合は代表取締役）

となります。支社長、工場長等が証明する場

合は、別途、委任状の提出が必要です。 

証明者印については、登記された代表者印

を押印すること。（社判は不可） 

 

氏名は住民票のとおり記入
してください。 

最大電力 500kW未満の 

自家用電気工作物は、 

第一種電気工事士免状 

取得後でなければ、 

工事できません。 

※平成２年９月１日以降 

一般用電気工作物等は、 

第二種電気工事士免状 

取得後でなければ、 

工事できません。 



※記入例（電気主任技術者用） 

実 務 経 験 証 明 書 

氏   名 千葉 一郎 生年月日 昭和５４年 ３月２１日 

現 住 所 千葉市中央区市場町１番地１ 電話  090-○○○-○○○○ 

現在の勤務 

先 の 名 称 

及び所在地 

名 称 株式会社 千葉県電気工事 電話 043-223-2722 

所在地 千葉市中央区市場町２番地２ 

実 務 経 験 の 期 間 及 び 内 容 

会社名・部署 

及び役職名 
期  間 職 務 の 内 容 

 

 

 

 

 

 

株式会社平成

ビル管理 

工事課 

作業員 

平成７年４月１日 

～ 

平成９年３月 31日 

 

 

 

 

 

 

平成９年４月１日 

～ 

平成 12年３月 31日 

（平成５年１０月１日第三種電気主任技術者免状取得） 

 左記期間中に、雇用者である（株）平成ビル管理と 

（株）菜の花工業との間で結ばれた管理契約に基づき、 

同社千葉支店ビル（契約電力６５０kW）の管理主任として 

配属され、電気主任技術者の指導のもとに同ビルの工事、 

維持又は運用に従事した。 

工事の内容については、配線工事、分電盤・照明器具等

の取付け工事等 

 

左記期間中に、雇用者である（株）平成ビル管理と 

（株）亥鼻商事との間で結ばれた管理契約に基づき、同社 

幕張センタービル（契約電力５５０kW）の工事、維持又は

運用※に関する保安の監督にあたった。 

 

※工事、維持または運用について、いずれかの業務を５年

以上従事している場合、実務経験になる。 

通 算 期 間 ５年 ０ケ月   

上記のとおり、実務経験を有することを証明します。 

令和３年３月３１日 

所 在 地 千葉市中央区市場町２番地２ 

事 業 所 名 株式会社平成ビル管理 

代表者氏名 代表取締役 電気 幸二  ㊞ 

電気工事業者登録（届出）番号（ ○○県 知事登録（届出）第 ○○○○    号） 

 

実務経験の対象となる 

のは電気主任技術者免状 

の交付を受けた後の経歴 

となります。 

氏名は住民票のとおり記入
してください。 

証明者は、代表者（法人の場合は代表取締役）

となります。支社長、工場長等が証明する場

合は、別途、委任状の提出が必要です。 

証明者印については、登記された代表者印

を押印すること。（社判は不可） 

一般用電気工作物等の工事に係る実務経験を証明する場合は、電気工事業の登録（届出）番号を必ず

記入すること。注：建設業許可番号ではありません。 


